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ISO/TC 251について 
私たちは、国際規格ISO 55000シリーズの策定を担当するISOの技術委員会（TC: 

Technical Committee）です。これらの規格はアセットマネジメントのベストプラ

クティスおよびマネジメントシステムの要件を定義します。  

詳しくはcommittee.iso.org/tc251をご覧ください。 

ISO/TC 251のワーキンググループ5は、すべてのメンバー、特に本記事の執筆およ

び見直しに意見をくれたDaniel Pairon、Norberto Levin、Richard Culbertson、 

Naoki Takesue、Guy Felio、Marc Laplante、Gregory Bairdに感謝を伝えたいと思

います。 
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財務的な持続可能性を市民に示さなければならない公共セクターであれ、収益性を示す必要

がある営利組織の民間セクターであれ、組織は財務管理に力を入れています。資本集約型の

組織は、製品やサービスを提供するために、そのニーズに合致したアセットを獲得します。

アセットが想定どおりに機能を発揮しなければ、株価の下降や企業目標の達成失敗など望ま

しくない結果につながります。アセットから得ることが期待される金銭的な価値と組織の財

務的成功とを整合させる必要があることを理解するのに修士号や博士号は必要ありません。

しかし、この整合が行われていない例があります。あらゆるタイプの組織が、Deepwater 

Horizon（2010年メキシコ湾原油流出事故をモチーフとした災害パニック映画）のような重

大な被害を引き起こす事象から、信頼できない見解に基づいて決定が行われることがいかに

多いかを示す、「価値の損失」につながるありふれた事象まで、さまざまな出来事を経験し

ています。 

信頼できない見解の一般的な例として、コストだけを考慮した予算の削減が挙げられます。

資本とO&M予算を削減すると、損益計算書にいくらかプラスの影響があり、短期的にコス

ト基準も良い方向に動くでしょう。公共セクターでは、インフラストラクチャーへの投資を

遅らせることが政治的に得策であることがあります。民間セクターでは、財務のパフォーマ

ンスをより良く見せるためには、投資を遅らせることが得策となる場合があります。しか

し、意図や動機が何であっても、アセット管理の取り組みでバランスや連携がとれていない

と、財務に影響がでます。こうした決定の影響が目に見えないことは、根本的な問題です。

この問題が与える影響は、数十億の回避できたコストとして計算されます。 

財務マネジメントシステムとアセットマネジメントシステムを連携させ

ることで、この問題を解決できるでしょうか。アセットマネジメントの

国際規格ISO 55000は、アセットの管理とはコスト、リスク、パフォー

マンスのバランスをとることであるという認識を大きく高めました。財

務とアセットマネジメントを適切に連携させることで、組織はこれらの

3つの基準をより明確に見通すことができます。組織の専門家はそれら

のバランスを取る能力を持っているはずです。そして、そのバランスを

とるためには、プロセスが整合していることが必要です。 

技術と財務のマネジメントシステムの連携がなければ、アセットの技術

的なマネジメントを最適化できないという簡単な事実に、技術と財務の

整合の必要性が見られます。同じように、長期的な財務計画の目標と資金の分配は、技術的

なアセットマネジメントシステムの運営およびパフォーマンスデータとの連携がなければ効

果的に達成できません。運営面の専門家や経営陣が必要とする情報へアクセスして、確認を

行い、知識に基づいて効果的な決定を行うために、整合は必須条件です。この記事では、組

織がいかにして技術的な機能と財務的な機能を整合させる方法を改善できるかについて、概

念を取り上げています。 

管轄機関への報告が数ヶ月ではなく数日で済む世界を想像してみてください。アセットをい

かによく管理しているかを示すことで、より有利な契約条件や価格の保険を利用できます。

高価な人材資源の生産性は、はるかに高くなります。というのも、データの追跡にかかる時

間が減り、専門性を活かして、業務の遂行に多くの時間をあてられるようになるからです。

従業員は、アセットのライフサイクルコストとそれを左右する変数を直接確認することがで

きます。これらは改善例の一部ですが、アセットマネジメント機能と財務機能の効果的な連

携は、一般的に次のようなメリットにつながります。 

 

整合のメリットとは 

はじめに 
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¶ 「財務および技術」データへのアクセスと利用により、意思決定を改善 

¶ 内部統制の改善と拡張 

¶ 報告内容の透明性と正確性の改善 

¶ パフォーマンスおよび継続的な改善を測定するより効果的な手段 

¶ 細かな点に関する鋭い質問に簡単に答える能力 

¶ ステークホルダーのニーズや期待を満たすことの保証 

¶ 予算の正当化やリソースの配分の改善 

¶ リスクをより正確に評価し、リスク緩和戦略を立てる能力 

他のほとんどのマネジメントシステムと同じように、人、プロセス、技術という共通の要素

があります。以下では、アセットマネジメントシステムおよび財務マネジメントとの整合と

いう側面から、これらの要素を取り上げます。  

人 

組織は人材の採用と維持に非常に大きな労力をさいています。エンジニアや技術の専門家は

不要な複雑さを排除しようとする傾向があることを認識しておくことが大切です。アセット

マネジメントに関していえば、彼らは組織のリスクプロファイルを

監視しながら、最低限の持続可能なコストでアセットのパフォーマ

ンスを最大化することを求められています。アセットマネジメント

に関わる人の研修や専門性はすでにこの観点での整合にあわせて調

整されています。財務担当の人には取り組むべき短期的な財務報告

と会計基準があり、同じく長期的な資金問題にも対処する必要があ

ります。アセットマネジメント機能の分野と財務的な機能の分野間

で用いられる用語の共通の理解を促進するほど、これらの機能間の

コミュニケーションや整合を達成しやすくなります。 

リーダーシップ 

国際規格ISO 55000は経営陣に対して具体的な要求を行っていますが、組織の集団的なスキ

ルや専門性を導くタスクは、必然的により下位のリーダーが担当することになります。 

整合を達成するために、リーダーシップのメンバーとして次のことができます。 

¶ 事業改善のビジョンを作る 

¶ 連携を促進し、連携を実現できる人に権限を与える 

¶ 専門知識を活かすために必要となるデータや情報へのアクセス権を付与する 

¶ 障害を取り除く 

¶ 信頼を築く 

¶ 彼らが期待以上であると信頼する 

国際規格のISO 55000は、統合マネジメントシステムのアプローチに言及しています。この

文書は財務とアセットマネジメントプロセスの連携に関して論じていますが、アセットマネ

ジメントをサプライチェーン、安全性、環境、品質などのほかのマネジメントシステムにい

かに適合させるか認識することが大切です。以下で、プロセスをいくつか詳しく見ていきま

しょう。 

意思決定 

意思決定を行うには、問題から解決へのプロセスまたは順序だった手順に従う必要がありま

す。 

この整合を実現するには 
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合理的な決定は、利益の最適化または最大化を追求します。意思決定は客観的に、バイアス

なしで、事実に基づいて行われる必要があり、情報をまとめるプロセスが必要です。意思決

定で重要な要素は、選択肢の分析です。将来的な影響、リスク、不確定要素をすべて検討す

る必要があります。専門家の判断を取り入れ、各選択肢を支持する証拠を比較します。選択

肢の中から決めることができたら、行動に移します。 

アセットマネジメントの業務プロセスが財務の業務プロセスと適切に連携しているか、評価

することを推奨します。統合的な意思決定では、貨幣的なリスクの要素を加味し、意思決定

者が有形の（財務的な）利益と無形の便益の面から成果を分析することが可能になります。

十分に連携したプロセスの中で取得できたデータを共通のプラットフォームで利用できれ

ば、経験豊富なエンジニアや専門家による専門的な判断または熟練のリーダーの強みを活か

して、組織の目標達成を推進できます。また、改善の機会をより簡単に見つけることができ

ます。 

パフォーマンスの測定および報告 

適切に連携したデータをバランスよく確認できれば、リソースを最も必

要な場所へ配分できる財務指標を得ることができます。たとえば、ある

財務データが時間がたつにつれて費用が膨らんでいく習慣的な欠陥を示

すとします。この財務データを裏付ける技術データを使用して、このア

セットが技術的な推定寿命を果たすために必要となる将来的な投資をモ

デル化することができます。また、習慣的な欠陥の数は、組織がさらさ

れるリスクを高める将来的なパフォーマンスの問題を示している可能性

があります。 

経営者は、提案されている投資とその投資で緩和しようとしているリスクのつながりを知る

必要があります。そこで、以下の手順を推奨します。 

¶ 財務および技術分野の両方で有益な基準を決める 

¶ 運営上のリスクを貨幣価値化し、経営陣が確認できるようにする。投資された資本をモ

デル化し、実際に実行する前に決定の影響を定量評価できるようにする 

¶ 組織の原価計算の機能が技術のアセットマネジメントシステムから決算データをシーム

レスに集約し、財務分析と報告用のデータを正確に提供できるかを、専門家チームに判

断してもらう 

継続的な改善 

ISO 55001の要求事項には、経営陣の定期的なレビューによって組織が実務の継続的な改善

を図るという条項があります。本記事で取り上げたように業務プロセスを連携させること

で、組織の成熟度を上位4分の1の組織に特徴的なレベルにまで引き上げることができます。

また、組織は文化的な面でも成長できます。運営または戦略を担当する人たちは、自分たち

の取り組みが重要な影響を与えているとわかれば、新たな改善方法を見つけようとするで

しょう。自動化も重要な役割を果たし始めています。  

組織はプラットフォームと実現技術に投資を行っています。技術、システム、プラット

フォームが急速に発展しており、組織のニーズに対応し、競争力を高め、能力を磨ける優れ

た手段はどれなのか、評価することが難しくなっています。 

情報マネジメント 

国際規格のISO 55000シリーズは、組織が実施可能要件を描く手助けとなりえます。そのた

めにアセットマネジメントシステムと組織の目標を連携させます。組織は、方針、戦略的ア

セットマネジメント計画、アセットマネジメントの目標を達成するための計画の構成を提供

テクノロジー 
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します。その結果として、重要なマネジメントシステム機能つまり財務とアセットマネジメ

ントを適切に連携させる方法において技術的な欠陥がないかを判断できるようになります。 

ISO 55001の要求事項に関連して、組織の全体的な評価を行うこと

を推奨しています。業務プロセスの現在の連携状況を評価でき

る、外部の専門知識を持つ人材が、内部にいるかもしれません。

この取り組みの目的は、現状を評価し、到達可能な今後の状況を

判断し、経時的な変化の価値を計算することにあります。アセッ

トマネジメントシステムの観点に基づく価値の推定は、ほとんど

の組織においてかなり大きくなります。この価値を組織にあわせ

て具体的に数値化するのに、時間やリソースはそれほどかかりま

せん。既存の技術投資の価値をもっと引き出すための技術的な選

択肢や新たに必要となる投資をどのように検討すべきか、知ることができます。 

資産集約型の組織でさまざまな部門が効果的に連携し、整合を達成することで「組織全体」

のアプローチにつながります。組織がデータベースを共有し、用語について共通の理解を

もっていれば、各部門でデータを共有することで、より良い意思決定ができるため、組織は

より効果的かつ効率的に活動することができます。 

整合という概念は、ISO 55000シリーズの重要な要求事項です。この規格は、技術機能と財

務機能が組織全体の目標に整合した共通の目標を持って連携する必要があることの重要性を

認識しています。このように規格の適用を通じて、コスト、リスク、パフォーマンスの適切

なバランスを保ちながらアセットを管理することで、すべてのステークホルダーのために得

られる価値を最大化する方向へ進むことができます。 
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